
『ドキュマン』におけるバタイユの

SOuSr6alisme

人間の根源を目指して

長井文

1.はじめに

作家バタイユの誕生をどの作品からと定めればいいだろうか｡このような

問いが成立してしまうほど､その経緯は複雑である｡最初に発表された『ラ

ンスの大聖堂』(1918)は､彼のバタイユ思想の片鱗をうかがわせる要素もな

きにしもあらずだが､キリスト教信仰を呼びかけることをその主旨とするた

め､反キリスト教的な思想の色濃い彼の作品群の中では極めて特殊な作品と

なっており､これをもって彼の思想の始まりと捉えるのは難しい｡また1926

年以降､美術･考古学雑誌『アレチエーズ』に掲載されるようになった文章

は､古銭に関する専門的な学術論文が主で､バタイユ思想が十全に表れてい

たとは言いがたい｡その点､1928年に出版された『眼球讃』は代表的なバタ

イユ作品であり､これが実質上の処女作と見なされる場合も多いが､本作品

がロード･オーシュという筆名で発表されていることを考えると､厳密な意

味ではバタイユという作家の処女作とは言えないのである｡

バタイユが本名で自らの思想を公にするようになるのは､『ランスの大聖

堂』から10年ほどたった1929年である｡この年に創刊された『ドキュマン』

誌上において､バタイユは初めて実名で自らの思想を明らかにした｡筆者は

ここに作家としてのバタイユの誕生を定めたい｡すでに古銭学の専門家とし

ての道を歩み始めていたバタイユが､どのようにして作家に変貌していくの

かを考える上で､この雑誌での活動は極めて興味深いと言える｡

『ドキュマン』の成立経緯については､これまですでに数々の言及がなさ

れているので､ここでは概要に簡単に触れるにとどめる1｡『ドキュマン』は

1『ドキュマン』の経緯については以下の文献が詳しい｡GeorgesBataille,Notes,瓜LV7?S

COmPl∂tes,t.T,Gallimard,1973,PP.648-649;MjchelLeiris,(くDe Bataillel'impossible a

l'impossible"Documents"〉),Critique,nO195-196,aO伽-SePtembre1963,PP.685-693;Michel

Surya,GeofgeSBataille,Lamortdl'αuVre,Gallimard,1992;千葉文夫､｢ヤヌスの頭｣､『早

稲田フランス語フランス文学論集』､第1号､1994年3月｡なお､本稿では以後バタイ
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1929年から30年にかけて計15号が発行された､考古学､美術､民俗学を主

要テーマとする雑誌である2｡国立図書館メダル部門に勤務する傍ら､バタイ

ユはこの雑誌の事務局長に就任し､その編集に深く関わることになる｡黒人

美術をヨーロッパでいち早く評価した､美術批評家で詩人でもあったカー

ル･アインシュタインを編集長に､バタイユと同様に国立図書館メダル部門

に所属する古銭学者ジャン･パブロン3､トロカデロ民族学博物館の初代副館

長ジョルジュ=アンリ･リヴィエールらをはじめとする考古学や民俗学の気

鋭の専門家たちで編集委員会が構成されていたことを考えれば､当初の思惑

では､この雑誌が極めて新しい知の領域を取り込んだ､専門的な美術誌にな

るはずだったのは想像にかたくない｡ところが事務局長バタイユを介し､シュ

ルレアリスム運動を離脱したミシェル･レリスやロベール･デスノスといっ

た作家たちがこの雑誌に流れ込んだ結果､『ドキュマン』は学問的研究と前衛

的な試みが混在する｢ありえない｣雑誌となる4｡こうした『ドキュマン』の

あり方は､古銭学を専門とする図書館司書でありながら､古銭の学術研究と

いう枠組みを越えたテクストを次々と発表していく当時のバタイユと奇妙な

一致を見せていると言えるだろう｡しかしバタイユのこうした雑誌の運営方

針は､経営陣の目論見と見合うはずもなく､雑誌創刊の翌年にバタイユは事

務局長の座を追われている｡

『ドキュマン』は当時のフランスの文化状況を非常によく反映した雑誌で

ある｡民俗学や人類学､古銭学5といった新しい学問の誕生や､19世紀末か

ら本格的に進められた植民地政策によるアフリカン･アートの流入を受け､

大きく変わろうとする20世紀前半のヨーロッパ文化のあり方を､この雑誌に

見ることができる｡また文学史的文脈では､『ドキュマン』はシュルレアリス

ムとの関係も注目される｡シュルレアリスム運動の離脱者が多く関わったこ

とで､この雑誌は反シュルレアリスム連動､反アンドレ･ブルトン勢ノJの温

ユ全集を0.C.と略記する｡
2ただし初年度第4号まではこれに学説が加えられていた｡また初年度第4号以降に

は学説の代わりにエンターテイメントがこの雑誌の4木柱のひとつに加えられる｡

3関連資料に乏しくて断定はできないが､現在のロベール辞典のnumismatiqueの項目

には彼の文章が引かれていることを考えると､ジャン･パブロンは現代古銭学の基礎

的な概念を築いた古銭学者と思われる｡
4MichelLeiris,QP･Cit･,P･688･

5古銭研究自体は中世からあるが､古銭が美術史的観点からのみならず､歴史的資料

としての価値をも認められ､現在のような形で古銭研究が進められるようになったの

は､まさにこの雑誌が発行されていた20世紀前半からである｡MarcBomopaire,Franqois

Dし=11こl→､･＼油症､Ⅵ川J山肌-･･りt;(//し;-I`′/(,いIh′川仙I･ヾ(IJ〃り(川′∫川J‥/'川セわ∫(リj一`川川扉./∴高車げ諭′

〝1ん払れ蕗飽7,BrepoIs,2000,PP.25-31.
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床となった｡またブルトンもこの雑誌を相当意識していたことを考えると､

アンチテーゼとしてとはいえ､シュルレアリスム運動がこの雑誌に及ぼした

影響は計り知れない｡こうした問題の考察は極めて重要だが､本稿の本題か

らは逸れるので､それらに本格的に取り組むのはまたの機会に譲る｡

近年その傾向は変わりつつあるものの､『ドキュマン』はこれまでバタイユ

研究においては比較的注目されてこなかった｡しかしバタイユがどのように

作家としての活動を始めたのかを知る上でも､バタイユの初期思想を理解す

る上でも､この雑誌は無視できないのである｡というのも『太陽月工門』や『眼

球帯』といった､1920年代および30年代前半の作品群とも『ドキュマン』

は密接に関連しているからである｡さらに初期バタイユ思想は､その後のバ

タイユ作品の核ともなっていることを考えると､『ドキュマン』理解はその後

のバタイユ作品を理解するための足がかりともなるだろう｡

以上のような観点に立ち､本稿では『ドキュマン』期のバタイユ思想の精

髄を理解することを主眼とする｡なお､バタイユが『ドキュマン』で発表し

た文章は､バタイユ全集第1巻に網羅されているが､この全集版に収録され

ている図版はごく一部にすぎないこと､註の情報が不十分であること､さら

にはいくつかのテクストは､同じ号に掲載された他の作家たちのテクストと

も関連していることを考えると､この雑誌の全貌を理解するためには1991

年にジャン=ミッシェル･プラス社から出版された『ドキュマン』復刻版を

参照することが望まれる6｡ただしこの2つの版のうち､より普及しているの

は全集版であるという事実を考慮し､本稿で『ドキュマン』を引用する際は

全集版のページを記載した｡

2.『ドキュマン』の3つの主題

バタイユは『ドキュマン』に14木の論文､巻末の批評辞典と題される一風

変わった言葉の定義集に16項目､そして6本の書評および雑記を発表してい

る｡テクストの主旨はさまざまで､全テクストに通底するバタイユの執筆意

図を見つけるのは不可能に近い｡ガリア貨幣を論じた文章と『ピェ･ニクレ』

という子供向けの絵入り本を扱った文章では､論点が当然異なってくるし､

美術評論とルリスタンで新たに青銅器が発見されたことを伝える小さな記事

6GeorgesBataille,MichelLeiris,Documents,I929-30,Jean-MichelPlace,1991.なお､わず

か2号であるが､バタイユが去った後も『ドキュマン』は発行される｡しかし同名の

違う雑誌と言われるほど変質したせいか､この版にはその2号は収録されていない｡
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とでは文章の趣旨が全く違うからである｡しかしその一方で､主題と主旨の

多様性にも拘らず､バタイユは複数のテクストにおいて､究極的には同一の

問題に取り組んでいるようにも思われるのである｡この章では､まず各テク

ストをその主題によって分類し､各議論の特徴を特定したい｡バタイユがこ

の雑誌で論じたものは､大きく分けて以下の三つに分類できる｡

2.1美術t工芸品

『ドキュマン』でバタイユが好んで取り上げたものとして､まず第一に挙

げられるのが美術･工芸品である｡美術誌だったという事情もあるだろうが､

この雑誌には美術･工芸品をテーマにしたテクストが多く､バタイユが書い

た14(7)論文のうち､実に8本がこれにあたる｡.題材に選ばれる作品は､概し

てアカデミックな美には遠いものばかりである｡しかもその様相を､バタイ

ユは美辞麗句で飾らずに､一刀両断に醜いと形容する｡醸さをどう定義する

かは大きな問題であるが､『ドキュマン』の美術評論においては｢幾何学的規

則性とは正反対の形象7｣､あるいは｢何かの公的理想を精神に強制しようと

する意図8｣の表れである建築的構図を取らない形態だといえるだろう｡例え

ばそれは子供の落書きやグノーシス派の彫刻であり､サン=スヴェの黙示録

の図版であり､ギリシャ貨幣の図柄を模倣しつつ､恐ろしい様相に変形させ

たガリア貨幣なのだ｡

交易に数種類の外貨を使用していたガリア人は､紀元前4世紀からギリシア貨

幣を､なかでも(マケドニアのスタテール金貨のような)裏面に馬の絵のあるタ

イプのものを真ねて､独自の貨幣の鋳造を始めた｡ところでガリア人が模倣し

た貨幣に見られるのは､意匠節の不器用さに由来する､蛮族によくみられる形

象の変形だけではない｡さまざまな′｣､部族によって考案された､狂ったような

馬たちには[中略]技術的欠陥というよりも､目に見える形で表れた明白な常

軌の逸脱が認められるのである9｡

｢アカデミックな馬｣というタイトルとは裏腹に､この記事で中心的に論じ

られるのは､非アカデミックな形態のガリア貨幣である｡バタイユはガリア

貨幣を｢暗示に振り回された､生気溢れるガリア人たちの怪物じみた精神性

を正確に表現している】0｣と考える｡ガリア貨幣のいびつさは､何らかの欠

7GeorgesBataille,(くLesecartsdelanature〉〉,0･C,I,P･230･

呂〈くArchitecture〉〉.0･C,1,P･171･

9〈くLechevalacademlque>),0･C,l,P･160･

IOノ占最,p･162･
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陥としてではなく､野蛮なガリア人の精神性の表れとして捉えられているの

だ｡製作者の技術不足と片付けられてしまいがちなこうした粗雑さの存在意

義を考えるところに､『ドキュマン』期のバタイユの美術評論の特徴がある｡

また､フランス南西部のサン=スヴェにあったベネディクト派修道院が､

11世糸己に製作した写本についての論考では､形態の醸さではなく建築的要素

の欠如が問題にされている｡初年度第2号に掲載された｢サン=スヴェの黙

示録｣において頻繁に用いられる｢建築的｣あるいは｢記念碑的｣という概

念は､このテクストの中では詳述されていない｡しかしこの論文と同じ号の

｢批評辞典｣に掲載された｢建築｣によって､バタイユが建築の特色を威圧

的であること､静的で没感情であること､称賛や驚異､秩序､拘束を押し付

けることという3つの性質で理解していることが分かる11｡こうした建築的

要素がサン=スヴェ写本には皆無である点に着目したバタイユは､その欠如

を自由という概念と結びつけ､この中世写本を以下のように分析している｡

枠の中に2人の人物が描かれているが､その構図にはなんら建築的なところは

ない｡枠の図柄は記念碑のような壮大な形から借用されたものでもないのであ

る｡さらに枠の中の人物配置自体も自由で､組織だって整然と並べられていな

い｡人物像が記念碑的構図､つまり 2本の柱によって支えられたアーケードの

ような構図において､中心的要素の役割を振り当てられているライン川流域の

写本とは正反対である12｡

いくつかの建築的要素がこのページには組み込まれているが､そうした要素は

この絵の構図全体に記念碑的特徴をまったく付与していない｡むしろその反対

に､こうした建築的要素にある種の自由が備わっているのは､記念碑的特徴の

見られない構図によると思われる｡かくしてそうした建築的要素によって人間

らしさが生まれ､驚くほど自由な図像が認められるようになる13｡

中世絵画に見られるこうした自由な構図ほ､血なまぐさい十字軍の動乱のさ

なかにあった当時のフランス南部地方の精神性に呼応していると分析し､バ

タイユはそうした自由がサン=スヴェの黙示録写本の第一の特徴だと述べて

いる】4｡バタイユによれば､このような構図の自由さがサン=スヴェ写本の

天衣無縫の崇高さを生み出しているのである15｡

liく(Architecture)〉,0･C･,Ⅰ,PP･171-172･

12くくL,ApocalypsedeSaint-Sever〉),0･C,I,PP･167-168･

【3臓d･.p･169･

14乃払p.166.

【5⊥oc.c～∠.
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さらに自由という言葉は､構図のみならず一貫性のない主題に対しても用

いられている｡黙示録では神の国の到来と共に､地上の王国の滅亡が説かれ

るがゆえに､畢竜この写本には殺教や災禍を描いた図版が多い｡しかし絶望

的な状況下でも､この写本の図版には独特の牧歌的な雰囲気が鯵み出ている｡

バタイユはその矛盾に注目し､それを自由と結びつけて論じた｡｢大洪水｣の

図版に付けられた解説では､死体が散乱する大洪水後の野原に､何ごともな

かったように軽やかに駆け巡る山羊が書き込まれてしまう統一感の欠如は自

由と形容され､極めて人間的な反応として評価されている16｡｢アカデミック

な馬｣同様に､バタイユはこうした矛盾を､製作者の表現力や技術力の不足

に起因するとは考えない｡悲惨な状況下にあっても荒々しく喚きたてられな

い､静かな恐怖ほど強靭なものはない17と逆に評価するのである｡サン=ス

ヴェ写本の静寂は､建築的要素による威圧的なそれとは全く異質なものと考

えられる｡それは威圧され､感情を押し殺すことを余儀なくされた結果とし

ての静寂ではなく､恐ろしい光景を前にして､これ以上ないほどの混乱の渦

中にある､茫然自失とした精神が見せる静寂なのだ｡

また､芸術作品を問題にする場合､『ドキュマン』に頻繁に登場する彼と同

時代の画家たちの作品に対する言及も忘れてはならない｡グノーシス派の彫

刻など､直接には関係のないテーマを論じる時ですら､当時の芸術状況に言

及していることからも､この作家がどれほど自分と同時代の芸術に関心を抱

いていたかが分かる｡『ドキュマン』中で具体的に名前が挙がる現代画家は､

ピカソ､ミロ､ダリの3人である｡そしてバタイユは､特にピカソの作品に

当時の前衛絵画の精髄を見ていた｡

現代絵画においては､絶頂にまで達した上昇と決別し､目をくらませようとい

う意図を持つ輝きの探求が､形態の形成というより解体の一部を成している｡

しかし厳密に言うと､それが感じられるのはピカソの絵においてのみである18｡

ピカソ特集号に掲載された｢腐った太陽｣(7)中では､太陽は2種類の意味を

持つと言われている｡ひとつは人間の頭上高くにあり､恵みの光を大地に降

り注ぐ太陽で､バタイユはそれを｢最も高度な概念19｣と定義する｡これに

対する太陽は､恵みではなく破滅をもたらす太陽である｡というのも､この

恵みの光は､直視しようとすれば､たちどころに破滅をもたらす光となるか

上6臓d,pp･168-1鰍

t7J∂払p.167.
18くくSoleilpouiTi〉〉,0･C,Ⅰ,p･232･

Ⅰウノ占最,p･231･
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らだ｡前者の太陽が美しいとすれば､｢目をくらませようという意図を持つ｣

後者の太陽は醜悪だとバタイユは述べている20｡太陽のこうしたイメージを

用いてバタイユは現代絵画を説明する｡つまり､美しい太陽は調和的美を重

んじるアカデミック絵画であり､ピカソをはじめとする現代絵画は醜いそれ

なのだと言うように｡ミロの｢現実を粉塵に､陽光に輝く一種の挨21｣にし

てしまった点描や､ダリの描く牡ネズミの舌をした少女､あるいはピカソの

｢脳裏にひしめく恐ろしい亡霊やぞっとする歯並びの顎22｣は､バタイユに

よれば形態の徹底的な破壊であり､腐った太陽と評されるべきものなのだ｡

この時期のバタイユの美術解釈は､作品で表現されている形態は製作者の

心理を反映しているという理論に貫かれている｡この理論に従って､ガリア

貨幣はガリア民族の躍動感に満ちた精神性を､ゴッホの描いた2脚の椅子は

ゴーギャンとゴッホとの関係を25､また現代絵画は｢妥協することを知らな

い唯物主義24｣を表現していると読み解かれる｡現代絵画の特性を破壊のう

ちに見る美術批評は多いが､その破壊の起源をマルクス主義的唯物論を生み

出した時代性に見るバタイユのこうした発想は､極めて独創的だと言える｡

例証および分析に乏しいという意味で､専門的なイコノグラフィーにはほ

ど遠いものの､事物の形象にその本質を読み取ろうとするこうしたイコノグ

ラフィーが､『ドキュマン』期の美術評論の特徴となっている｡ところで､こ

うしたイコノグラフィーの起源は､古銭分析に見ることが可能である｡もち

ろんここで言う古銭分析とは､肖像や銘文の微妙な差異を発見し､対象とす

る古銭の鋳造時期の特定を目的とする本来の古銭学の形象分析とは異なる｡

しかし『ドキュマン』に見られるイコノグラフィーは､古銭には線描だけで

なく人の魂も刻まれていると捉え25､古銭の図像に古代人の心性を読み込む

可能性を示唆するバタイユの古銭学観に重なるのである｡『アレチューズ』中

の古銭学論文では実践されることのなかったこうした形象分析が､『ドキュマ

ン』においては幾度となく用いられている｡古代の貨幣の表面を飾る舌足ら

ずでプリミティブな形象に長年親しみ､それらの差異を微細にわたって検討

する過程で､バタイユがそれらを単なる表現技術の稚拙さとしては片付けら

れなくなり､むしろ時代の精神の表れという方向で捉えるようになったとい

うことは十分考えられるであろう｡

20上oc.c止

2iく(JoanMir6‥Peinturesrecentes〉7,0･C･,I,P･255･

22くくLe山Jeulugubre"〉〉ユ0･C,Ⅰ,p･212･

23くくLaImtilationsacrincielleetl,oreillecoupeedeVincentVanGogh〉),0･C･,1,PP･261-262･

24くくLebasmaterialismeetlagnose〉〉,0･C･,Ⅰ,P･225･

25((Babelon(Jean)〉〉∋Ardthuse,quatriemeannee,nO2,aVril1927,0.C,1,P.120.
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2.2自然の形象

こうした形象理解はまた､初年度第3号で花の形態が問題にされてからは､

自然物の姿かたちの解釈にも応用されていく｡自然物の場合は､美術品とは

違って作者の意図は当然想定されえないはずだが､バタイユは自然の形象の

背景に自然の本性とでもいうべきものを捉える｡ここで言われる自然の本性

とは､｢花言葉｣において｢重大な決定26｣と表現されている､存在のやむに

やまれぬ不条理な条件のことであり､『ドキュマン』ではそれは醜さやいびつ

さという形を取って表面化すると考えられている｡ブルトンの激しい怒りを

買ったことで有名な｢花言葉｣では､花の姿と花がたち枯れる様子が､以下

のような無残なものとして描かれている｡

そうは言っても[=花は人間の理想を体現していると言ってもの意]それは全

体的に､ぱっと見たときのことである｡実際には大部分の花は凡庸な発達しか

遂げておらず､葉とほとんど見分けがつかない｡あるものにいたっては忌わし

いとは言わないまでも､人を嫌な気持ちにさせるのだ｡一方の最も美しい花で

さえ､毛むくじやらの生殖器官の作り出すしみのせいで中心部は台無しになっ

ている｡そういうわけで菩薇の花の内側は､外側の美しさと少しも見合ってい

ない[中略]｡他の花の中には､非常によく発達した雄蕊や否みがたいほどの優

美さを示しているものも確かにあるが､ここで再び常識を頼りにすれば､そう

した優美さは悪魔のそれにも見えるのだ｡ある種のべとべとした蘭がそうであ

る｡[中略]しかしまた､花は器官の汚れより､花冠の脆さによって裏切られて

いる｡[中略]実際､ほんの短い輝きのあとで､見事な花冠はけがらわしくも白

日のもとに朽ち､目障りなまでに干からびた花となるのである｡堆肥の悪臭か

ら汲み上げられ､天使的かつ叙情的な純潔へ向かって飛翔し､そうしたものか

ら逃げ切っていたかに見えて､唐突にまた元の汚わいに走り戻るかのようであ

る｡最も理想的なものが空中で堆肥の切れ端となっている｡[中略]花は厚化粧

の気取った年増女のように枯れ､自らを天に向けて掲げている茎の上で滑稽に

枯れるのだ27｡

バタイユは植物の本性を､茎と根の上に如実に表れている､上に向かう運動

と下に向かう運動という2つの運動として捉えている｡そして植物のこの2

つの運動が､茎の先端に位置すると同時に積れた花蕊を花冠の中に隠し持ち､

さらに枯れると醜く変形する花に表れていると考えるのである｡引用文中に

唐突に登場するかに思える｢堆肥｣によってバタイユは､植物の器官の中で

地面から最も遠く離れ､穣れから遠ざかっているかに思われた花の上に､枯

26くくLelangagedesneurs",0･C･,l,P･173･

ユ7仏払p.176.
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れる時には根に象徴される下降運動の相が表れていると灰めかしているのだ｡

またこうした形態解釈は､植物のみならず動物の形態解釈にも用いられて

いる｡同じように自然の形態を論じたテクストとして､初年度第5号の批評

辞典に掲載された｢解離｣を見てみたい｡

ドラクロワとは意見を異にするが[中略]､愚劣さを示す形態の中で､おそらく

は解離の形態が最もひどく､最も惨憺たるものに見える｡賂糀の姿は､動物の

本性の深刻な不条理と同時に､この不条理さと愚劣さの瓦解的にして動乱的性

格をも表している28｡

｢花言葉｣では､花の形態をそれと定めた自然の本性については詳しく論じ

られていない｡しかしバタイユがこうした醜い形態を自然の本性の表れと捉

えていることは､この文章において明確になっていると言える｡｢パリに住む

人間の目には異様と映る29｣解離の姿には､動物の本性､すなわち自然に本

来的な不条理が表れている｡植物であれ動物であれ､美や有用性という人間

の側からの価値付けを通して普通は眺められるその形象の背後に､バタイユ

は穏健なイデアリスムでは律することのできない､やむにやまれぬ存在の条

件の苛酷で不条理な姿を見るのである｡足の親指に至っては､｢ぞっとさせる

屍のような38｣その姿が､｢各器官の激しい不調和の産物たる人体の混乱31｣

を体現しているとすら言われている｡このような自然形象理解は根拠が希薄

で､こじつけに近いという印象を否めないが､自然は何故いびつなものを生

み出すのか､その理由をバタイユなりに考えようとしていると理解できる｡

このように『ドキュマン』においては､自然物の形態においても､既に述

べたイコノグラフィーが応用されているのである｡たとえそれが自然物であ

るとしても､その形態は｢製作者｣である自然の本質を反映しているとバタ

イユは考えるのだ｡あらゆる形態にはその本性が表れるという形象理解は､

イコノグラフィーの域を超え､コスモロジーとでも呼ぶべき初期バタイユの

奇妙な世界観の様相を呈している｡バタイユは様々な形態を､端整なものと

いびつなものという対比で捉え､それを自然に本来的な運動の表れと理解し

ているのである｡

[中略]著しい対比を絶えることなく続けている自然は､自分自身に対して恒

28くくChaIneau〉〉,0･C･,Ⅰ,p･194･

29上oc.c止

30くくLegrosorteil}〉,OLC･,Ⅰ,P･203･

5】⊥oc.c～′.
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常的に反抗していると言える｡あるときは形をなさぬ未決定なものに対する恐

怖が､人間という動物や馬のような明確なものとなり､またあるときは深刻な

動乱の中で､最も奇異で胸をむかつかせる形態がそのあとに続くのである｡人

間の生に本来的と見えるあらゆる逆転は､交互に起こるこうした反抗の側面の

ひとつに過ぎないのではないだろうか52｡

自然物の形象を論じる際に､美術批評と同じ形態論が用いられるのは､バタ

イユが人間の営みを自然の運動の一環と考えているからである｡自然の形態

に関するテクストに見られるこうしたコスモロジーは､｢この世はただのパロ

ディだ｡我われが目にする全てのものは､他の何かのパロディであり､がっ

かりさせるような形態をした全く同じものなのだ35｣と言い切り､さまざま

な事物をetreという動詞で結合させようとする『太陽月工門』の冒頭に連動し

ているとも言えるだろう｡『太陽肛門』における事物と事物の結びつきは､シュ

ルレアリスムの手法である観念連合を連想させる､無秩序な結合であり､イ

コノグラフィーを基盤にする『ドキュマン』のコスモロジーとそのまま同列

に並べて論じられないのは事実である｡しかし､事物が他の何かを表してい

るという発想において両者は結びつくのである｡

2.3娯楽

最後に､バタイユが『ドキュマン』でしばしば論じたものとして娯楽を挙

げたい｡これまでとは異なり､娯楽を論じた文章では形態や形態が表す事物

の本性は問題とならない｡しかし娯楽の意味が問われるという意味では､形

態の意味を探求するバタイユのイコノグラフィーおよびコスモロジーと､さ

ほど変わりはないと言える｡

バタイユが論じる娯楽は､3入組のギャングが繰り広げるどたばた喜劇を

題材にした漫画『ピェ･ニクレ』や､子供だましの芝居『世界一周80日の旅』､

ムーラン･ルージュで行われたジャズの公演､ハリウッドのレビューショー

など､娯楽の中でもさらに低俗なものばかりである｡あくまでも余暇の楽し

みである娯楽は､人間が生きていくための活動としては労働に次ぐ副次的な

活動と位置づけられる｡つまり娯楽は｢活動をもたらす休息34｣としてある

のだ｡しかもバタイユが取り上げるのは娯楽の中でも特に卑俗なものである｡

そうした卑俗さを忌み嫌う価値観を逆手に取り､その忌むべき性質を前面に

押し出しながら､バタイユは挑発的に娯楽を描く｡ジャズ公演の講評である

32く(Lechevalacademlque〉).0･C,1,PP･162r163･

33上,d〃〟∫∫07β～7ejO･C･,Ⅰ,p･81･

34く(Lieudepelerinage二Hollywood〉),0･C･,1,P･198･
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｢ブラック･バード｣をその具体例として挙げたい｡

これ以上｢有色人種｣たちが､行儀の悪い狂乱で､どもりたちの理不尽な沈黙

を唐突に打ち破る理由を探しても無駄だ｡我われは神経衰弱で､住まいである

死体が山と積まれた悲壮な共同墓地で朽ちてしまった｡しかしその一方で､我

われと共に(と言ってもアメリカや余所で)文明化し､今では踊り叫んでいる

黒人たちは､広大な我らの墓地の上､腐敗臭のする燃え上がる沼地となるのだ｡

漆黒の夜に薄暗闇の中で､我われはいかがわしくて素敵な燐光の､陶然とする

狂乱に加わった｡その燐光は喋笑のような､尋常でない喧騒であった｡この定

義はあらゆる反論をよせつけまい35∩

このジャズ演奏は盛り場の出し物であったこと､黒人による演奏であったこ

と､そしてジャズが正統的な西洋音楽とは異なる音楽であること､という三

重の意味で､1920年代後半当時はいかがわしいものであったはずである｡し

かしバタイユの記事は非常に好意的である｡黒人は腐臭を放つ沼に､そして

ジャズ自体は叫びや喧騒にと､決してよい意味を持たないものに誓えられて

いるが､｢いかがわしい｣という語の後に｢素敵な｣という形容詞が続くこと

で､その含意はがらりと変わり､普通は忌み嫌われているものが魅力的な要

素となっているからである｡つまりバタイユは､否定的な要素をあえて書き

たて､その次に否定的要素を肯定的に転位せず､その否定性自体を肯定して

いるのである｡｢行儀の悪い狂乱｣や｢尋常でない喧騒｣も､それだけを取れ

ば決して肯定的なニュアンスを含まない表現である｡しかしそうした表現も､

｢どもりと化している白人｣が｢神経衰弱｣で､塚穴で朽ちていることと対

比させられると､躍動感に満ちた新しい音楽を形容する肯定的な表現となる

のだ｡

否定的な価値を帯びるものを斥けないことによって､こうした娯楽論は理

想的なものを頂点に置くイデアリスム的価値観を挑発し､そのヒエラルキー

を無化する効果を持つ｡まさにそこにバタイユが娯楽論をぶつ理由があると

思われる｡というのも､バタイユの娯楽論は常にイデアリスム批判と表裏一

体を成しているからである｡例えば｢ピェ･ニクレ｣では､自分がこうした

娯楽を論じるのは､｢知的な虫けら其の集まりの[中略]愚かな偏執ぶりを暴

露することを目指すささやかな努力36｣だと説明されているし､同名の芝居

の下らなさが滑稽に描かれる｢世界一周80日の旅｣では､この芝居の下らな

さが､実は哲学のそれと大差ないということが､この芝居の講評そのものよ

35くくBlackBirds〉),0･C･,Ⅰ!p･186･

36((LesPiedsNickeles〉),0･C･,l,P･233･
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りも多くの紙面を割いて説かれている37｡イデアリスム批判は『ドキュマン』

のテクストの随所で行われており､何も娯楽論にしか見られないわけではな

い｡しかし娯楽を論じた4つのテクストのうちの3木が､バタイユにとって

イデアリスム的学問の典型である哲学への椰掃をふんだんに含むことを考え

ると､バタイユの娯楽論には娯楽そのものを論じる他に､イデアリスム批判

を行うという目的が隠されていると思われる｡

また『ドキュマン』の娯楽論においては､イデアリスムは批判されるだけ

でなく覆される｡労働と娯楽の間の通常の力関係は完全に逆転してしまって

いるのである｡｢おそらくは骨折り損だからだろうが､我われが耐え忍ぶ数々

の苦難､すなわち銀行や役所､病院などあらゆる場所で行われている労働の

目的は､とにかく 《ひどい)このいたずら3人組が引き起こす､とてつもな

く馬鹿げたことなのだと敢えて言い立てるほど厚顔な人はいないらしい38｣

とバタイユは述べるが､｢ピェ･ニクレ｣でバタイユが言わんとするのは､労

働を頂点とするヒエラルキーが､娯楽によって転覆させられる可能性なので

ある｡娯楽の持つこの逆転の原理が､バタイユの娯楽論のもうひとつの重要

点となる｡副次的で労働の後に余った時間で楽しむはずの娯楽は､バタイユ

の手にかかれば社会の秩序に反旗を翻す可能性を孝むものとなる｡バタイユ

の娯楽論において､娯楽とは労働の世界に対立し､そのイデアリスムを減じ

る役割を持っのである39｡

3.basからbaseへ

次に､『ドキュマン』のテクスト全体に共通する特徴を考えたい｡美術･工

芸品および自然物の形態を対象とする形態論では､いびつな形態をどう捉え

るかが､そして娯楽論の場合は､娯楽の低俗さをどう捉えるかが､それぞれ

中心問題であった｡つまり､一般的に否定的な価値を帯びるものの意味をど

う掬い取るのかが主題となっているのだ｡バタイユが取り上げた否定的な価

値を持つ事物は多岐にわたっていたが､その共通性はそれらがいずれもフラ

ンス語の形容詞basの示す範境内に収まるという点に求められる｡フランス

語のbasは物理的な低さの他に､｢低級な｣､｢低俗な｣､｢下品な｣､｢劣った｣

といった価値の低さも意味する｡そして『ドキュマン』で論じられる主題は

37(くLetourdumondeenquatre-V-rlgtS｣OurS〉〉,0･C･,T,PP･190-193･

38(くLesPiedsNickeles〉〉,0･C･,T,PP･233-234･

j9乃吼p.235.
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ほぼ全て､このbasの範暗に収まるのである｡いびつさや建築的要素の欠如

が目立っ美術･工芸品や自然物の形態は､西洋に伝統的な審美的価値観の中

では下等とされてきたことからbasesthetiqueと､そしてジャズや漫画のよう

な娯楽は､道徳的に見て卑俗であるところから､basmoralと呼ぶことができ

る｡何を論じようとも常にbasなるものに結ばれている『ドキュマン』を､

basの蒐集と捉えることも可能だろう｡さまざまな分野に､さまざまな形で

表れるbasなるものの分析が､この雑誌の目的なのである｡

『ドキュマン』では､basなるものはしばしば理想的なものや高尚なもの

との対比で語られる｡すでに見てきたテクストから例を引いて言えば､ガリ

ア貨幣は美しいギリシャ貨幣に､サン=スヴェの黙示録はライン川沿岸地方

の聖書の挿絵に(あるいは自由な構図は建築的構図に)､ピカソに代表される

現代絵画はアカデミック絵画に､花に見られる醜い要素は美しいそれに対比

されていた｡また娯楽論では卑俗な娯楽が労働と対比関係にあった｡

通常の価値体系では､こうした対比において劣位にあるのは常にbasなる

ものだが､バタイユの議論の中ではそうならない｡このように肯定的なもの

と否定的なものの価値関係が覆されるところに､『ドキュマン』のもうひとつ

の特徴がある｡両者の関係が往来の状態にないということに関して､バタイ

ユの考えが最も端的に示されているのは､｢足の親指｣の以下の一節である｡

身体の内部では血液が上から下へ､そして下から上へと同じ量だけ流れている

にも拘らず､上昇するものに対する偏見があって､人間の生がひとつの上昇で

あるかのように誤解されている｡[中略]泥と闇は､光と天空が善の原理である

ように悪の原理なのだ｡両足は泥の中であるが､頭はかろうじて光の中におき､

人間は純粋な空間に自分たちを上昇させ､再び戻すことのない上げ潮を執拗に

思い描く｡しかし実際は､人間の生は穣れたものから理想的なものへの､そし

て理想的なものから穣れたものへの往復運動が重要だということを見ようとい

う執念を持っているし､また足のように低級な器官が安易になおざりにされる

ことを憤ってもいるのである4〔J｡

ここでバタイユは､上昇志向の強い人間は､自分の生が上昇するものだけで

構成されていると思う傾向が強く､またその結果､下降運動が忌むべきもの

として軽んじられていると指摘している｡しかしそうした発想は根拠のない

偏見であり､人間の生は上昇と下降という2つの連動によって成り立ってい

るとバタイユは考えるのだ｡血液の循環や､頭は上に､そして足は下方の泥

40(くLegrosorteil〉〉,0･C･,T,PP･200-201･
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i寧の中に置かれるという身体部位の位置関係から､人間の生を上昇と下降の

往復運動と捉える新しい人間観や､人間には上昇運動と同様に下降運動が重

要だと考える倫理観を､バタイユはここで導き出している｡すでに述べたよ

うなイコノグラフィーから生み出される独特のコスモロジーの形跡がここに

も認められると言えよう｡往復運動なのだから､本来ならば両者は対等に取

り上げられてしかるべきだが､バタイユが取り上げるのは常にbasなるもの､

すなわち下降運動に属するものである｡こうした偏りは､上昇運動はあえて

論じる必要もないほど蔓延しているとバタイユが考えている証なのだろう｡

低俗なものを取り上げることで､バタイユは下降運動に人間がいかに関心を

寄せているか､またそれは人間にとっていかに重要かを示し､人間の上昇志

向を中和しているのである｡

ではどのようにして価値体系は覆されるのであろうか｡バタイユはbasな

るものの中に肯定できそうな要素を見出し､否定性を肯定性に転換させたり

はしない｡そうした態度は｢詩的小細工41｣として斥けられている｡娯楽論

に関連して既に若干述べてあるが､そうではなくバタイユは否定性を否定性

のままに肯定するのである｡ダリの｢醜悪としか言いようのない42｣作品は､

醜いという評価はそのままに､新しい美の範噴として説明されているし､『ピ

エ･ニクレ』を読んで育った子供たちの頭の中で､悪いものは罰せられると

いう教訓めいた因果応報が機能せずに､『ピェ･ニクレ』のどたばた劇に見ら

れる低脳ぶりや愚かしさが報われることを想像して､バタイユはほくそえみ

もする43｡また､とかく充足状態の欠落と見なされがちな否定性が､『ドキュ

マン』では肯定的な言葉で語られている｡ガリア貨幣のいびつさは技術的欠

陥ではなく､活力に満ちた荒々しく粗暴なガリア精神の表れと解釈され､サ

ン=スヴェ写本における建築的要素の欠如は自由と呼ばれている｡

『ドキュマン』の各テクストは､basなるものの否定性そのものが肯定さ

れ輝き出すこうした瞬間に向けて書かれている｡｢問答無用に､いわば不運か

ら忌わしいものとなりうる44｣basなるものを､嫌悪感だけで斥ける態度に比

べると､それは非常に肯定的な態度だと言えよう｡こうしたバタイユの精神

性は､全てを肯定する｢諾運動｣を企てようとしたそれに繋がる45｡すでに

41(くLegrosorteil〉〉,0･C･,T,P･204･

42<<Le=Jeulugubre"〉),0･C･,I,P･213･

43(くLesPiedsNickeles…〉,0･C･,T,P･234･

44<<Le=Jeulugubre"〉),0･C･,I,PP･88-89･

45MichelLeiris,qP.Cit.,P.686.バタイユたちがこうした運動を思いついた背景には､あ

らゆるものに｢否｣と宣告するダダイズム運動があることは言うまでもない｡

140



指摘しつくされた感はあるが､バタイユ思想のこうした傾向の背後には､父

親の問題があることは否めない｡梅毒で視力と身体の自由の両方を失ってい

た父親は､バタイユにとって嫌悪の対象であると同時に愛情の対象でもあっ

た｡父親への愛憎入り混じる感情をどう受け止めるかは､バタイユにとって

は大きな問題であり､特に1920年代､30年代前半には､この問題がテクス

トにも顕著に表れている｡『ドキュマン』では『眼球帯』のように､父親の記

憶が直接的にテクストと関連づけられることはない｡しかしバタイユがこの

雑誌でもやはり否定的な価値を持つものにこだわり続け､それに何らか意味

を見出そうとした背景には､やはり父親の問題があったと思われる｡

1914年8月に､私は神父のもとを訪ねた｡そして20年まで告解に行かない週は

滅多になかったのだ!20年に私はまた転向し､自分の可能性以外のものを信じ

るのをやめた｡私の信仰は逃避の試みにすぎない｡どうにかして運命から逃れ

たくて､私は父を捨てたのだ｡今では私は自分が限りなく｢盲目｣で､N市に

いた父のように､この世に｢置き去りにされた｣人間であることを知っている｡

天にも地にも､誰ひとりとして父の断末魔の苦しみを気にかけた者はいない｡

しかし私は信じている､父がいつものように立ち向かったことを｡親父の盲た

微笑みの中には､時おり､何という｢恐ろしい高潔さ｣が46!

父親から逃げるために信仰に走ったバタイユは､精神分析子台療の一環として､

父親に向き合うため文章を書き始めた｡初期テクストに父親の問題が顕著に

認められるのは､そうした事情が絡んでいるのかもしれない｡basなるもの

を問題にし､その意義を汲み取ろうとするバタイユの試みは､父親の救いよ

うのない否定性をどう受け止めるかという問題に直結しているのである｡

父親を受け入れることが逃避をやめることであったバタイユにとって､bas

なるものを志向することは､現実を志向することと同義であった｡basなる

ものに関する議論が､現実の真実の相に到達することを目指している点が､

『ドキュマン』に共通する第三の特徴である｡｢足の親指｣において､バタイ

ユは低俗なものに意識を向けることを現実への回帰と表現している｡

現実への回帰とは､いかなる新規の了承をも含むものではなく､価値転換をせ

ず､大声を上げてしまうほど､またかっと目を見開きながら､下品に魅了され

46GeorgesBatai11e,LePetlt,0.C.,TTT,Ga11imard,1971,P.61.少年時代をランスで過ごし

たバタイユは第一次大戦中に､盲目で動けない父親を看護婦に委ね､母親と共に疎開

するが､その疎開中に無神論者だったバタイユの父親は､家族にも神父にも看取られ

ず､孤独のうちに息を引き取る｡引用文中の｢N市にいた父｣とは家族に置き去りに

され､ひとりでランスに残っていた父親を指すと思われる｡
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ていることを意味する｡ちょうど足の親指を前にして大きく目を見開くように47｡

バタイユは人間の生を上昇と下降の往復運動として捉えていることから､こ

こで言われる現実とは､生がこの2つの運動で構成されていることを指すと

考えられる｡上昇志向の強い人間はこの事実に目をそむけ､上昇のみで自分

の生が成り立っていると誤解するとバタイユが捉えている点を考慮に入れる

と､現実への回帰の内実は､人間の生における下降運動の必要性を認めるこ

と､すなわちbasなるものの否定性を肯定することと考えられる｡

basなるものが人間の生にとって重要になるのは､それが人間性と関係し

ているからである｡人間性とは人間を人間たらしめる性質のことであるが､

人間性とbasなるものの関係が述べられているテクストでは､人間性は2つ

の意味に解釈できるように思われる｡以下は低俗なものの魅力に関してバタ

イユが非常に興味深い分析を行っている箇所であるが､本稿では後半の｢人

間的｣という言葉が考察対象の中心となる｡

足の指にたとえ魅惑的な要素があるとしても､それが高尚なものへの渇望を､

一般的に優雅で端整な形態を好む傾向にある､まさに打ち消しがたい嗜好を満

足させることが問題でないのは明らかである｡たとえばヴィラメディアーナ伯

爵48の場合をとってみれば､女王の足に触れることでこの伯爵が得た悦びは､そ

の逆に足の卑しさによって､いわば最も不恰好な足によって表現されている醜

さと悪臭が直接的な原因だと断言できる｡したがって､この女王の足が完壁な

までにきれいであったとしても､ふとどきな魅力を借りてきているのは､やは

り不恰好で泥だらけの足なのである｡女王とはア･プリオリに他の誰よりも理

想的で至純な存在であるから､粗暴な兵士の湯気立っ足と大して変わらない女

王のそれに触れることは､悲痛なまでに人間的だったのだ｡これこそ､光明と

理想美がもたらす魅力と根本的に対立する魅力を享受することである49｡

粗暴な兵士のような醜い足に触れることが人間的と形容されているのは､そ

うした足が女王の生身の人間としての性質を表しているからである｡バタイ

ユは､上昇運動は人間を生命としての土壌から引き剥がし､最終的には非人

47(くLegrosorteil〉〉.0･C･,T,P･204･

4S

ヴィラメディアーナ伯爵とは､スペインのエリザべス女王に恋焦がれ､彼女を自分

の両腕に抱くために宮廷に火を放ったとされる人物である｡伯爵のこの試みは見事成

功するが､救出の際に女王の足に触れた答で､伯爵は主によって射殺される｡という

のも､当時のスペインにおいて､女性の足は大きなタブーであり､男性が女性の足に

触れるなど論外だったからである｡この逸話は､足にまつわるタブーが様々な文化に

偏在することの証明として､｢足の親指｣の中で挙げられている具体例のひとつである｡
49(くLegrosorteil〉〉,0･C･,T,PP･203-204･
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間的なものへ導くと考えている｡バタイユのこうした危惧は､コルセットや

パットで本来の人間の姿を変形させる女性の服装や､神々や天使といった天

卜的存存をまね､背中に羽根をつけて写真を撮る20世紀初頭に流行した遊び

を｢人間本性の存在の否定50｣と捉えるところに端的に表れている｡人間社

会の中で最高の地位である王位に就いた女性は､ある意味で人間を超えた非

人間的存在と言える｡そしてそうした女王の非人間的性格は､至純さと表現

されている｡しかしいくら社会的に最高の地位にあると言っても､女王はや

はり人間なのである｡他の人間のそれと変わらない醜い彼女の足が､女王の

人間的な部分を表現しているとバタイユは考えたのだ｡従ってここで言われ

る人間性とは､生身の人間としての性格､すなわち地上的､あるいは動物的

な性格と捉えることができるだろう｡

しかし引用文中の｢人間的｣という言葉は､もうひとつの解釈を可能にす

る｡それは女王の持っ動物性に触れたいと願う伯爵の心理そのものを人間的

であると捉えた場合に可能になる解釈である｡おぞましいもの､醜いもの､

不安を与える怪しいもの､つまりはbasなるものに対する関心は､確かに正

統的なものとはいえない｡上昇運動に象徴される人間性に逆らう､特殊なも

のに思われる｡しかしこうした倒錯的欲求は､上昇運動的傾向が､他の動物

には見られないのと同様に､人間特有のものであり､その意味ではまさしく

人間的な欲求と言えるのだ｡

basなるものは人間性に対立すると理解されることが多い｡例えば古代ギ

リシャのソフィスト思想ならば､basなるものは社会制度や宗教､道徳上の

規範を意味するノモスに対立するビュシス(自然)の範疇に属すると捉えら

れるだろう｡しかしバタイユ思想においては､basなるものは人間性の基盤

を形成しているのである｡また､バタイユの『ドキュマン』での取り組みを

受けて､ブルトンはバタイユを､低俗なものに対する個人的な妄想を他人に

共有させようとする偏執狂として『シュルレアリスム第2宣言』に登場させ

ているが5l､中国における纏足の習慣をはじめとする､足にまつわるフェティ

シスムが古今東西に数多く存在することを考えると､実際にはこうした倒錯

的な欲望は､特殊な人間の個人的な嗜好では片付けられない､考察に値する

重要な問題を含んでいると言えるのだ｡

basなるものの探求は､人間という生き物の曖昧な性を浮き彫りにする｡

50(くFigurehumaine〉〉∋0･C･,T,P･182･

51A11dreBreton,く(SecondManiftsteduSurrealisme〉〉,ManUbstesdLiSurrdalisme,Gallirnard,

2003,p.134.
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実際には上昇運動では回収しきれない不条理さを含む存在であること､それ

が人間の現実なのだ｡『ドキュマン』におけるバタイユの形態論や娯楽論は､

最終的にはこうした人間理解に辿り着く｡人間とは何かという人間性の基盤

が問題になるという意味で､それはbasからbase(根源)へ向かう探求と言

えよう｡低俗なものから出発しなければ見えてこない人間の現実が､さまざ

まな主題を論じる『ドキュマン』のテクストの隠れた真の主題なのだ｡

4.結論:『ドキュマン』のsousr6alisme

本稿では､『ドキュマン』における低俗なもの分析を通し､この雑誌におい

てバタイユが試みたbasなるものの議論の先に人間の現実の探求があること

を明らかにした｡シュルレアリスム(surr6alisme)との関連も考慮に入れ､

basなるものによって既存の価値体系を転覆することで人間の現実を探求す

るこうした思想の連動を､｢下に｣を意味する sous を接頭辞に用いて

sousrealismeと呼びたい｡それは否定的なものが肯定され､既存の価値体系が

破綻した地平に現れる人間の現実に到達しようとする現実志向と定義できる｡

価値体系が無化されている瞬間は､人間に己の上昇志向の強さを悟らせ､偏

見なくしてbasなるものと向き合わせるチャンスなのである｡『ドキュマン』

でバタイユは､この目舜間を作り出し､basなるものを導き手に人間の現実を

探ろうとしたと言える｡

sousrealismeは､シュルレアリスム運動とはベクトルを異にする態度である｡

シュルレアリスム研究の文脈では『ドキュマン』をシュルレアリスム運動の

一環として捉える向きがあるが52､両者はこの点において本質的に異なると

言えるだろう｡今ある現実を壊して別の地点に到達しようと試みているとい

う点で､つまり既存の価値体系の転覆を図るという点で､両者は共通してい

る｡しかし転覆のための方法が全く異なる2つの現実の探求は､最終的には

正反対の方向へ向けられることになる｡｢夢と現実という､外見的には正反対

の2つの状態が､いっのRかある種の絶対的現実､すなわち(超現実)へと

解消する53｣シュルレアリスム連動が模索する別の地点とは､無意識の世界

52例えばクリフォードは､人類学とシュルレアリスム運動の関係に関する重要な論文

を著したが､この論文の中で言われるシュルレアリスム運動とは幸に『ドキュマン』

での活動を指している｡JamesCliffbrd,くくOnEthnographicSurr6alisme〉〉,meP7でdicament

Qf-Culture:Th)entleth-Centu7γEthnogrqp匂1Llteratu7でandArt,Cambridge,Mars,fJarvard
UniversityPress,1988,PP.117-151.

53Andr6Breton,く(Maniftstedusurr6alisrne(1924)〉〉∋qP.Clt.,P.24.
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をも取り込んだ､日常的な現実の｢上｣にある｢超現実｣という新しい｢現

実｣であった｡また｢新規の了承54｣なしには成立しえないこの現実に至る

ための手段は夢や客観的偶然である｡それに対してバタイユのsousr由1isme

の主眼は､想像力の飛翔をはばみ､｢現実｣にとどまることを要請する低俗な

ものを介して､人間が存在するにあたって不可欠な根源にまで降りていくこ

とである｡そこでは｢新規の了承｣は何も求められない｡普段はあまり意識

されることのない､しかし確かに存在するbasなるものへの嗜好に気づきさ

えすればいいのである｡こうしたベクトルと目指すものの違いは､両者を決

定的に隔てると言えるだろう｡

『ドキュマン』期のバタイユ思想の特徴は､このsousr岳alismeが形態論か

ら出発している点にある｡巻末のクロノロジックではなく､雑誌の本編に発

表された14の論文のうち､12本が何らかの形で形態に関わっていることか

らも､『ドキュマン』の中心主題が形態論であったのは明白である｡その形態

論が､人間にとっての真なる現実とは何かということが問題となるコスモロ

ジーへと開かれていく点が､この時期のバタイユ思想の特徴なのだ｡

こうした傾向は､『ドキュマン』にのみ見られる特徴ではなく､『眼球言草』

や『太陽月工門』といった､1920年代に善かれた他の初期作品にも共通する｡

『太陽月工門』における噴火のイメージ､あるいは『松毯の眼』における頭頂

に出現する､太陽を直視するための｢肛門的な眼｣や､『眼球講』で女陰の中

に入れられた若い告解司祭の眼球のように､初期作品では正常な状態での上

下の位置関係が覆される状況にクライマックスが置かれることが多く､しか

もそれらは非常に具体的なイメージによって表現される｡こうした傾向は､

本稿で検証してきた『ドキュマン』がこれらの作品と､同一の精神性を共有

していることを示すと言えるだろう｡

『ドキュマン』期のこうした傾向は､形態へのこだわりが薄れていくこと

で次第に変化する｡初年度第5号に娯楽論が発表されたことに象徴的に表れ

ているが55､娯楽のような形態と全く関係のない事物を論じたテクストが『ド

キュマン』にも現れるようになるのだ｡また美術品や事物の形態に関するテ

クストにおいても､形態分析は次第に中心主題ではなくなってくる｡グノー

シス派の彫刻よりは､グノーシス思想が重点的に論じられる｢低俗唯物主義

とグノーシス派｣(2年次第1号)や､ゴッホの作品そのものよりは､この画

54註47参照｡

55｢批評辞典｣にはすでに初年度3号から｢唯物論｣のような形態論とは関係のない

記事も登場するようになるのだが､巻末のクロノロジック所収の記事ではなく､本編

の論文で､バタイユが形態を扱わない文章を書いたのは初年度第5号が初めてである｡
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家が実人生で起こした自己穀損事件の分析を主旨とする｢供犠的身体毀損と

ヴァン･ゴッホの切られた耳｣(2年次第8号)がその好例である｡この雑誌

の最終号でバタイユは､｢現代精神は､文学か絵画に応用できる方法しか決し

て引き合いに出さなかった｡しかるに現代精神の後を引き継ぎうるものは､

全く別の次元でしか意味をなさないものだろう56｣と述べ､美術評論や芸術

運動とは別の試みに向かうことを示唆している｡そして実際この言葉を裏づ

けるように､『ドキュマン』以後のバタイユは美術評論をしばし離れ､人間の

現実的な営みにとって重要な､政治的活動に関わるようになるのである｡こ

うした変化は､ある時を境に急激に現れる類のものではない｡しかしこの雑

誌に掲載されたテクストをクロノロジックに辿ってみると､こうした態度が

少しずつ､より明確に打ち出されていくようになっていることが分かる｡『ド

キュマン』で活動をするうちに､バタイユの関心は次第に製作者の心理状態

や本質的状態を探る形態論から､人間の本質的条件や莫理とは何かを模索す

る人間学的探求そのものへと推移していったのである｡

形態論に基づいているという点で､本稿で見てきたsousrealismeはバタイ

ユの初期思想にしか見られない特徴だと言えるが､形態論に基づくという条

件を外せば､SOuSrealismeは初期のみならず､その後のバタイユ思想全般にも

当てはめうる傾向である｡basなるものの重視､人間性の模索はもちろんの

こと､価値の転覆は､エロティスムを｢死にいたるほどの生の称揚57｣とい

う逆説的な命題で捉える後年のエロティスム考や､文学は倫理を超えている

という意味で悪なのだという理論58に依拠する文学理解に発展していく｡そ

の意味でバタイユ思想とは､SOuSr岳alismeのさまざまな変奏曲だとすら言える

だろう｡

56((L,esprltmOderneetlejeudestranspositions〉),0.C,T,P.274.
57L署7T)tisme,0･C･,X,Gallimard,1987,P･17･

58Lalitt占ratureetlemaLO･C･,TX,Ga11imard,1979,P･171･
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